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語文116・117（2022・3　大阪大学国語国文学会）

史
劇
改
良
の
萌
芽

―
依
田
学
海
・
川
尻
宝
岑
合
作
『
吉
野
拾
遺
名
歌
誉
』
を
中
心
に

―

金　
　
　
　
　

智　
　

慧

は
じ
め
に

依
田
学
海
（
天
保
四
年
〈
一
八
三
三
〉
～
明
治
四
十
二
年
〈
一
九
〇
九
〉、

字
は
百
川
、
の
ち
こ
れ
を
本
名
と
し
た
）
は
藤
森
天
山
の
も
と
で
漢
学
を
学

び
、
維
新
以
降
官
途
に
つ
い
て
か
ら
歴
史
編
纂
に
携
わ
る
修
史
局
編
輯
官
や

小
学
唱
歌
の
制
定
を
担
当
す
る
文
部
省
権
少
書
記
官
と
し
て
出
仕
し
た
が
、

同
十
八
年
に
官
界
を
退
い
た（

（
（

。
学
海
は
漢
学
者
に
し
て
は
珍
し
く
幼
少
時
か

ら
の
芝
居
好
き
で
、「
黄
門
記
童
幼
講
釈
」（
明
治
十
年
）
に
お
け
る
史
実
と

の
齟
齬
を
指
摘
し
た
出
来
事
を
契
機
に
新
富
座
座
主
の
守
田
勘
弥
と
九
代
目

市
川
団
十
郎
と
交
流
を
始
め
、
劇
の
題
材
を
提
供
し
、
助
言
す
る
な
ど
間
接

的
に
劇
界
に
関
わ
っ
た（

（
（

。
一
方
、
官
吏
時
代
に
も
浄
瑠
璃
劇
を
漢
文
で
評
注

し
た
『
新
評
戯
曲
十
種
』（
明
治
十
三
年
）
や
漢
文
体
小
説
『
譚
海
』（
同
十

七
年
）
を
著
す
な
ど
、
文
筆
に
親
し
ん
で
お
り
、
官
界
を
去
っ
て
か
ら
は
本

格
的
に
小
説
や
脚
本
を
創
作
し
た
。
職
を
失
っ
た
た
め
余
暇
時
間
が
増
え
た

こ
と
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
明
治
十
九
年
十
月
、
自
ら
の
構
想
で
歌
舞
伎
脚
本

『
吉よ

し
の
し
ゅ
う
い
め
い
か
の
ほ
ま
れ

野
拾
遺
名
歌
誉
』（
以
下
、『
吉
野
拾
遺
』）
を
書
い
た
初
体
験
は
感
慨
深

か
っ
た
と
み
え
、
こ
れ
は
の
ち
に
脚
本
改
良
へ
没
頭
す
る
原
動
力
に
な
っ
た
。

も
ち
ろ
ん
筋
が
書
け
た
と
し
て
も
、
舞
台
上
の
約
束
事
や
道
具
立
な
ど
に
不

慣
れ
な
素
人
が
脚
本
を
完
成
す
る
こ
と
は
ほ
ぼ
不
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
は
明

治
二
十
年
代
以
降
、
文
学
者
に
よ
る
大
量
の
改
良
脚
本
が
提
供
さ
れ
つ
つ
も

容
易
に
実
演
さ
れ
な
い
主
因
で
も
あ
っ
た
。『
吉
野
拾
遺
』
の
創
作
に
あ
た

り
、
学
海
が
川
尻
宝
岑
の
補
助
を
得
た
の
は
そ
れ
ゆ
え
で
あ
る
。

川
尻
宝
岑
（
天
保
十
三
年
〈
一
八
四
二
〉
～
明
治
四
十
三
年
〈
一
九
一
〇
〉）

は
、
歴
代
団
十
郎
を
贔
屓
し
て
き
た
日
本
橋
鼈
甲
問
屋
で
生
ま
れ
た
芝
居
通

で
、
先
祖
が
団
十
郎
一
点
張
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
幕
末
期
は
澤
村
田
之
助

と
中
村
芝
翫
、
明
治
期
に
は
九
代
目
団
十
郎
と
中
村
福
助
（
の
ち
に
五
代
目

歌
右
衛
門
）
を
贔
屓
し
、
彼
ら
を
含
め
た
梨
園
の
人
々
と
近
し
い
関
係
を

保
っ
て
い
た
。
そ
の
親
交
の
範
囲
に
は
狂
言
作
者
の
黙
阿
弥
も
入
っ
て
お
り
、

宝
岑
は
彼
の
補
佐
を
得
て
初
め
て
『
神
経
闇
開
化
怪
談
』（
明
治
十
七
年
）
と

い
う
脚
本
を
出
版
し
た
。
こ
こ
か
ら
試
行
錯
誤
を
経
て
宝
岑
は
多
数
の
脚
本
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を
創
作
す
る
よ
う
に
な
り
、
中
に
は
九
代
目
と
福
助
に
提
供
し
上
演
さ
れ
た

作
品
も
あ
る（

（
（

。
学
海
も
『
吉
野
拾
遺
』
を
は
じ
め
、
三
十
五
編
に
の
ぼ
る
脚

本
を
創
作
・
刊
行
し
て
い
る
が（
上
演
に
成
功
し
た
の
は
三
作
の
み（

（
（

）、
そ
の

う
ち
宝
岑
と
の
合
作
、
ま
た
は
宝
岑
校
訂
と
断
っ
て
い
る
作
品
は
以
下
の
六

編
で
あ
る
。

⑴
明
治
十
九
年
十
月
『
吉
野
拾
遺
名
歌
誉
』（
鳳
文
館
）

⑵
明
治
二
十
年
三
月
『
当
世
二
人
女
婿
』（
鳳
文
館
）

　
＊�

同
三
十
一
年
十
月
、
伊
井
蓉
峰
一
座
の
慈
善
興
行
と
し
て
浅
草
座
で
上
演
さ

れ
た
。　

⑶
明
治
二
十
一
年
九
月
『
文
覚
上
人
勧
進
帳
』（
金
港
堂
）

⑷�

明
治
二
十
二
年
一
月『
拾
遺
後
日
連
枝
楠
』（
雑
誌『
新
小
説
』に
連
載
）

　
＊
同
二
十
四
年
七
月
、
川
上
音
二
郎
一
座
に
よ
り
中
村
座
で
上
演
さ
れ
た
。

⑸
明
治
二
十
三
年
三
月
『
豊
臣
太
閤
裂
封
冊
』（
春
陽
堂
）

⑹
明
治
二
十
四
年
四
月
『
夢
野
道
鏡
花
水
月
』（
春
陽
堂
）

学
海
と
宝
岑
は
持
ち
つ
持
た
れ
つ
共
同
作
業
を
行
い
な
が
ら
、
各
自
の
脚

本
執
筆
を
し
続
け
て
舞
台
化
を
成
し
遂
げ
て
お
り
、
こ
う
し
た
彼
ら
の
業
績

は
松
居
松
葉
、
岡
本
綺
堂
、
真
山
青
果
と
い
っ
た
後
世
の
部
外
作
者
、
す
な

わ
ち
本
来
梨
園
に
属
さ
ず
、
狂
言
作
者
に
な
る
た
め
の
伝
統
的
修
行
を
受
け

て
い
な
い
文
学
者
た
ち
が
劇
界
に
進
出
し
、
劇
作
家
と
し
て
活
躍
で
き
る
礎

を
築
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
学
海
・
宝
岑
の
創
作
活
動
や
彼
ら
の
合
作

に
関
す
る
研
究
は
決
し
て
豊
富
と
は
い
え
ず
、
そ
れ
さ
え
も
知
名
度
や
資
料

の
問
題
で
学
海
の
方
に
集
中
し
て
お
り（

（
（

、
宝
岑
に
関
わ
る
研
究
は
石
門
心
学

者
と
し
て
の
側
面
に
注
目
し
た
も
の
を
除
く
と
皆
無
と
い
っ
て
よ
い（

（
（

。
本
稿

で
は
部
外
作
者
の
先
駆
者
と
い
う
べ
き
学
海
・
宝
岑
に
よ
る
合
作
の
う
ち
、

文
学
界
に
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
『
吉
野
拾
遺
』
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
に
み

ら
れ
る
学
海
の
改
良
観
と
両
者
の
主
客
問
題
、
そ
し
て
作
品
と
そ
れ
に
対
す

る
批
評
を
検
討
し
、
明
治
期
歌
舞
伎
界
に
お
け
る
改
良
脚
本
の
胎
動
の
一
端

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

一
　
演
劇
改
良
の
気
運
と
部
外
作
者
の
台
頭

明
治
政
府
は
維
新
以
来
、
演
劇
と
り
わ
け
歌
舞
伎
を
国
民
教
化
の
道
具
と

み
な
し
、
よ
り
健
全
で
上
流
階
級
が
観
る
に
足
る
高
尚
な
も
の
に
「
矯
正
」

す
る
た
め
、
興
行
に
対
す
る
取
締
り
を
行
い
始
め
た
。
そ
の
第
一
歩
は
、
明

治
五
年
（
一
八
七
二
）
二
月
猿
若
町
三
座
の
大
夫
元
及
び
狂
言
作
者
を
召
喚

し
、
芝
居
中
の
猥
褻
な
内
容
を
除
外
す
る
よ
う
に
説
諭
し
た
こ
と
で
あ
る
。

そ
の
あ
と
、
歴
史
人
物
の
名
前
を
実
名
で
表
記
さ
せ
る
勧
告
や
政
府
官
僚
に

よ
る
脚
本
へ
の
容
喙
が
為
さ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
立
ち
入
り
は
比
較
的
に
軽

い
程
度
の
も
の
で
あ
っ
た
。
し
か
し
状
況
は
一
変
し
、明
治
十
九
年
八
月
、政

府
主
導
団
体
の
演
劇
改
良
会
（
以
下
、
改
良
会
）
の
発
足
を
機
に
、
脚
本
改

良
の
問
題
は
官
界
の
み
な
ら
ず
、
文
学
界
に
お
い
て
も
波
紋
を
起
こ
し
た
。

改
良
会
は
主
と
し
て
歌
舞
伎
の
陋
習
廃
止
、
脚
本
と
劇
作
者
の
地
位
向
上
、

芸
術
総
合
劇
場
の
設
立
の
三
つ
の
目
的
を
掲
げ
た
が
、
中
で
も
「
演し

ば
い劇

脚し
く
み本

の
著
作
を
し
て
栄
誉
あ
る
業
た
ら
し
む
る
事
」
と
い
う
条
目
を
引
き
金
と
し
、

脚
本
向
上
の
た
め
の
様
々
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
た（

（
（

。
明
治
二
十
年
代
に

59
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入
り
、
従
来
劇
界
外
に
流
出
さ
れ
る
こ
と
が
な
か
っ
た
歌
舞
伎
脚
本
（
舞
台

に
携
わ
る
芝
居
者
の
上
演
用
台
本
に
用
い
ら
れ
つ
つ
、
興
行
権
に
成
り
代
わ

る
劇
場
の
資
産
と
し
て
の
性
格
が
強
か
っ
た
）
が
出
版
の
対
象
に
な
っ
た
の

も
改
良
会
の
提
唱
に
刺
激
さ
れ
た
事
柄
で
あ
る（

（
（

。

改
良
会
の
唯
一
の
成
果
は
天
覧
劇
の
実
現
で
あ
る
と
い
わ
れ
る
こ
と
が
多

い
が
、
脚
本
改
良
に
及
ぼ
し
た
影
響
力
を
考
え
る
と
、
発
足
間
も
な
く
し
て

学
者
の
筆
に
よ
る
「
矯
め
ら
れ
た
」
脚
本
の
見
本
を
提
示
し
、
そ
れ
を
批
評

し
た
点
も
見
逃
す
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
の
見
本
は
会
員
の
一
員
で
あ
る
学

海
が
創
作
し
た
『
吉
野
拾
遺
』
で
、
南
朝
の
忠
臣
楠
正
行
が
高
師
直
・
師
泰

父
子
の
率
い
る
足
利
勢
の
吉
野
攻
め
に
向
か
い
、
死
を
覚
悟
し
て
出
陣
す
る

ま
で
を
描
く
史
劇
で
あ
っ
た
。
こ
の
改
良
脚
本
の
試
作
を
会
員
た
ち
の
前
で

朗
読
し
た
出
来
事
が
『
東
京
日
日
新
聞
』
に
詳
し
く
報
じ
ら
れ
て
お
り
、
以

下
、
記
事
に
沿
っ
て
当
時
の
様
子
を
概
観
す
る（

（
（

。

明
治
十
九
年
十
月
十
六
日
の
午
後
一
時
よ
り
築
地
大
椿
楼
に
て
『
吉
野
拾

遺
』
を
披
露
す
る
第
一
談
会
が
開
か
れ
、
こ
の
場
に
は
改
良
会
の
後
ろ
盾
で

あ
る
伊
藤
博
文
と
首
唱
者
の
末
松
謙
澄
〔
伊
藤
の
女
婿
〕
を
は
じ
め
、
渡
辺

洪
基
、
外
山
正
一
、
伊
東
巳
代
治
、
重
野
安
繹
、
服
部
一
三
、
矢
田
部
良
吉
、

藤
田
茂
吉
、
島
田
三
郎
な
ど
官
学
界
の
重
鎮
が
大
勢
集
ま
っ
た
。
伊
藤
・
山

縣
〔
有
朋
〕
両
伯
爵
の
婦
人
と
伊
藤
・
松
方
〔
正
義
〕
の
令
嬢
な
ど
の
婦
女

子
の
出
席
も
あ
り
、
劇
界
か
ら
は
官
僚
社
会
と
親
交
が
深
か
っ
た
九
代
目
団

十
郎
が
唯
一
の
参
加
者
で
あ
っ
た
（〔　

〕
は
筆
者
に
よ
る
補
注
）。
該
談
会

で
は
学
海
が
『
吉
野
拾
遺
』
の
前
半
を
、
宝
岑
が
後
半
を
朗
読
し
、
そ
の
後

会
員
に
よ
る
数
点
の
指
摘
が
行
わ
れ
、
議
論
が
白
熱
し
た
と
い
う
。

批
評
の
内
容
に
関
し
て
は
後
述
す
る
こ
と
に
し
て
、
先
に
以
上
の
朗
読
会

が
持
つ
意
義
と
限
界
を
考
え
て
み
た
い
。
ま
ず
は
既
存
の
歌
舞
伎
劇
の
是
正

を
試
み
た
改
良
脚
本
を
世
に
示
し
た
最
初
の
例
で
、
そ
れ
を
部
外
作
者
の
学

海
と
宝
岑
が
勤
め
た
と
こ
ろ
が
画
期
的
で
あ
っ
た
。
な
お
、『
吉
野
拾
遺
』
の

梗
概
や
朗
読
会
に
行
わ
れ
た
批
評
が
新
聞
に
報
道
さ
れ
、
そ
れ
が
出
版
に
ま

で
至
っ
た
の
も
特
記
す
べ
き
で
あ
る
。
朗
読
会
の
直
後
、『
東
京
日
日
新
聞
』

の
み
な
ら
ず
、『
郵
便
報
知
新
聞
』
に
も
四
回
に
わ
た
り
「
芳マ

マ
野
拾
遺
名
歌
誉

筋
書
」
と
い
う
記
事
が
連
載
さ
れ
、
梗
概
を
詳
ら
か
に
紹
介
し
て
お
り（

（1
（

、
こ

れ
を
基
に
し
た
『〔
改
良
演
劇
筋
書
〕
吉
野
拾
遺
名
歌
誉
』（
柳
暗
花
明
書
屋
、

明
治
十
九
年
十
二
月
）
が
単
行
本
と
し
て
出
版
さ
れ
た
。
記
事
に
は
所
々
詞

章
や
台
詞
を
引
用
し
て
お
り
、
の
ち
に
学
海
が
直
に
関
与
し
た
鳳
文
館
の

『
吉
野
拾
遺
』（
明
治
二
十
年
一
月
）
と
比
べ
て
み
て
も
漢
字
・
平
仮
名
の
表

記
以
外
に
相
違
な
い
の
で
、
学
海
か
ら
原
稿
を
入
手
し
た
と
推
測
さ
れ
る
。

し
か
し
、
学
海
は
「
報
知
新
聞
に
載
た
る
同
書
の
抜
書
を
其
儘
余
に
告
げ
ず

し
て
ほ
し
き
ま
ゝ
に
出
版
せ
る
も
の
に
し
て
余
が
艸
せ
し
も
の
に
非
ず
」
と

立
腹
し
、
鳳
文
館
で
出
し
た
本
が
正
本
で
あ
る
と
い
う
広
告
を
出
し
た（

（1
（

。『
時

事
新
報
』
に
も
鳳
文
館
の
『
吉
野
拾
遺
』
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
が
、

「
改
良
演
劇

0

0

0

0

台
帳
」
の
角
書
と
「
方
今
世
上
ノ
一
問
題
タ
ル
改
良
演
劇
ノ
正
本

0

0

0

0

0

0

0

也
」
と
い
う
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
が
印
象
的
で
あ
る
（
傍
点
筆
者（

（1
（

）。
こ
れ
ら

の
広
告
か
ら
顕
著
で
あ
る
よ
う
に
、『
吉
野
拾
遺
』
が
「
改
良
演
劇
」、
つ
ま

り
脚
本
本
位
の
改
良
の
象
徴
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
だ
ろ
う
。

学
海
の
承
諾
を
得
て
い
な
い
が
、
明
治
二
十
年
四
月
大
阪
朝
日
座
で
『
吉
野

拾
遺
』
を
改
竄
し
た
「
吉
野
拾
遺
九
重
桜
」
が
上
演
さ
れ
た
の
も
こ
う
し
た
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演
劇
改
良
の
気
運
に
便
乗
し
た
も
の
で
あ
っ
た（

（1
（

。
一
方
、
改
良
会
主
催
の
朗

読
会
や
『
吉
野
拾
遺
』
の
出
版
に
際
し
、
上
演
脚
本
で
は
な
い
レ
ー
ゼ
ド
ラ

マ
を
対
象
に
す
る
劇
評
が
誕
生
し
た
の
も
注
目
す
べ
き
現
象
で
あ
り
、
高
田

早
苗
の
「
吉
野
拾
遺
名
歌
誉
批
評
」
は
そ
の
嚆
矢
に
あ
た
る（

（1
（

。

し
か
し
な
が
ら
、
朗
読
会
に
参
加
し
た
芝
居
関
係
者
が
九
代
目
団
十
郎
の

み
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
部
外
作
者
に
よ
る
脚
本
改
良
が
机
上
の
空
論
に
留
ま

る
恐
れ
を
孕
ん
で
い
た
点
を
示
唆
す
る
。
の
ち
に
学
海
は
「
い
か
ほ
ど
良
好

の
脚
本
出
で
た
り
と
も
所
詮
行
は
れ
ざ
る
べ
し
、
作
者
と
い
へ
ば
ひ
と
り
座

附
の
作
者
に
止
ま
り
、
内
よ
り
鉄
門
を
お
さ
へ
て
開
か
ざ
る
上
は
、
門
外
漢

の
い
か
に
入
ら
ん
と
あ
せ
る
も
詮
な
き
こ
と
な
り
、
須
ら
く
彼
れ
の
方
よ
り

開
門
し
て
ど
う
そ
と
い
ふ
や
う
に
す
べ
し
」
と
閉
鎖
的
な
梨
園
を
罵
倒
し
た

が
（
（1
（

、
改
良
と
い
う
崇
高
な
理
想
に
捉
わ
れ
、
実
践
の
こ
と
を
考
慮
し
な
か
っ

た
部
外
作
者
の
方
に
も
責
任
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
と
く
に
学

海
は
妥
協
を
許
さ
ず
自
ら
の
改
良
観
を
貫
き
、
晩
年
に
は
劇
界
の
人
々
に
敬

遠
さ
れ
る
は
め
に
な
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。

二
　
学
海
の
改
良
観

学
海
は
基
本
的
に
学
者
主
導
の
脚
本
改
良
が
不
可
欠
で
あ
る
と
い
う
立
場

を
と
っ
て
お
り
、
彼
が
理
想
と
す
る
脚
本
の
か
た
ち
は
過
激
的
と
い
う
ほ
ど

写
実
主
義
と
史
実
尊
重
へ
傾
倒
し
て
い
た
。
こ
う
し
た
学
海
の
改
良
観
に
関

し
て
は
、
井
上
弘
と
有
澤
晶
子
（
注
５
）
が
あ
る
程
度
論
じ
て
い
る
が
、
学

海
自
身
の
言
説
に
は
あ
ま
り
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
学
海
が
自
ら

の
考
え
を
述
べ
た
資
料
は
複
数
残
っ
て
お
り
、
基
礎
作
業
と
し
て
こ
れ
ら
を

検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
以
下
、
そ
れ
ら
に
基
づ
き
、
学
海
の
改
良

観
が
形
成
さ
れ
た
過
程
と
そ
の
本
質
を
確
認
す
る
。

学
海
の
演
劇
改
良
の
骨
子
は
、
中
流
以
下
の
者
の
専
有
物
で
あ
っ
た
本
邦

の
劇
を
上
流
階
層
向
け
に
改
め
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
芝
居
全
体

を
高
雅
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た（

（1
（

。
さ
ら
に
、
学
海
は
芝
居
の
高

尚
化
を
目
指
し
て
、「
先
づ
第
一
に
其
の
道
に
熱
心
な
る
学
者
が
集
り
、
筋
を

立
て
ゝ
対
論
し
、
そ
の
好
き
に
従
ひ
、
書
く
こ
と
は
其
の
道
の
上
手
な
も
の

に
執
筆
さ
せ
、
白
は
作
者
と
学
者
が
打
ち
合
し
て
作
り
、
概
な
る
役
者
を
呼

ん
で
、（
中
略
）
役
割
を
振
つ
て
、
其
の
役
々
の
精
神
を
咄
し
、（
中
略
）
稽

古
を
見
て
演
方
の
可
否
を
い
ふ
」
作
劇
の
段
取
り
が
理
想
的
で
あ
り
、
脚
本

執
筆
の
主
体
は
学
者
に
な
る
べ
き
で
あ
る
と
論
じ
た（

（1
（

。
以
上
の
脚
本
執
筆
ま

で
の
過
程
は
、
学
海
と
宝
岑
の
関
係
を
想
起
さ
せ
、『
吉
野
拾
遺
』
を
含
む
六

編
の
合
作
に
も
こ
う
し
た
役
割
分
担
が
な
さ
れ
て
い
た
と
推
測
で
き
る
。

そ
れ
か
ら
、
学
者
の
主
た
る
任
務
で
あ
る
筋
立
て
に
お
い
て
学
海
が
最
も

重
視
し
た
要
素
は
写
実
主
義
、
そ
し
て
史
実
尊
重
で
あ
っ
た
。
学
海
は
幼
い

頃
か
ら
観
劇
を
好
ん
で
い
た
が
、
一
般
の
人
々
が
役
者
の
技
芸
と
容
貌
、
声

色
な
ど
に
興
味
を
持
っ
た
の
に
対
し
、「
演
劇
の
筋
」
の
み
に
関
心
が
あ
っ
た

と
い
う
。
す
る
と
、
或
る
日
、
同
じ
く
芝
居
好
き
で
あ
る
朋
友
小
永
井
八
郎

と
の
間
に
、
芝
居
の
中
枢
を
な
す
の
は
「
俳
優
」
か
「
脚
色
（
脚
本
）」
か
と

い
う
議
論
に
な
っ
た
。
当
時
、
芝
居
に
お
い
て
脚
本
の
要
素
を
重
視
す
る
風

潮
は
な
か
っ
た
の
で
、
学
海
が
早
く
も
そ
こ
に
目
を
付
け
た
の
は
注
目
す
べ

き
で
あ
り
、
学
海
自
身
も
「
こ
れ
吾
改
善
説
を
唱
へ
し
初
と
や
い
ふ
可
き
」

と
振
り
返
っ
て
い
る（

（1
（

。
そ
こ
か
ら
発
展
し
、
脚
本
改
良
の
具
体
的
な
方
針
と
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し
て
写
実
主
義
に
惹
か
れ
た
発
端
は
、
画
師
の
歌
川
貞
秀
と
の
出
会
い
で

あ
っ
た
。
学
海
が
師
塾
に
い
た
頃
、
遊
芸
人
を
多
く
知
っ
て
い
る
友
人
山
本

三
平
の
紹
介
で
貞
秀
の
宅
を
訪
問
す
る
機
会
が
あ
っ
た
。
そ
の
時
、
貞
秀
は

従
来
の
浮
世
絵
に
描
か
れ
た
人
物
が
不
自
然
か
つ
様
式
的
な
容
貌
と
身
振
り

を
し
て
い
る
こ
と
に
反
感
を
抱
き
、
自
分
は
「
実ま

こ
と際

」
を
追
求
し
て
い
る
と

語
っ
た
。
学
海
は
「
画
様
を
実
際
の
ご
と
く
描
く
」
と
い
う
ア
イ
デ
ィ
ア
に

感
銘
を
受
け
、
独
自
の
発
想
か
と
尋
ね
る
と
、
貞
秀
は『
南
総
里
見
八
犬
伝
』

の
挿
絵
に
関
わ
っ
た
と
き
の
馬
琴
か
ら
の
教
え
で
あ
る
と
答
え
た
。
学
海
は

こ
の
出
来
事
に
対
し
、「
造
り
飾
り
の
伎
倆
と
天
然
自
然
の
形
と
の
分
ち
は
、

浮
世
絵
も
ま
た
劇
場
と
異
な
る
こ
と
無
け
れ
ば
な
る
べ
し
と
思
ひ
染
み
て
、

改
善
の
心
を
盛
し
た
る
由
来
」
に
な
っ
た
と
述
懐
す
る（

（1
（

。

こ
の
よ
う
に
人
間
の
群
像
や
事
物
の
「
実
際
」
を
「
自
然
の
形
」
に
移
す

と
い
う
考
え
方
は
、
学
海
が
花
道
、
チ
ョ
ボ
、
合
方
な
ど
に
代
表
さ
れ
る
歌

舞
伎
の
様
式
的
演
出
を
嫌
い

（
（2
（

、
写
実
的
演
技
を
重
視
す
る
原
因
に
な
っ
た
。

ひ
い
て
は
切
腹
の
場
面
に
関
し
て
、「
真
に
腹
を
切
ら
ざ
る
以
上
は
、
む
し
ろ

儀
式
的
に
血
綿
を
出
だ
し
儀
式
的
に
苦
し
む
が
如
き
事
を
廃
し
、
即
ち
切
腹

の
段
は
す
べ
て
陰
に
て
す
ま
し
、
む
し
ろ
切
腹
後
の
有
様
を
演
じ
、
他
の
人

物
が
或
は
驚
き
或
は
悲
し
む
有
様
を
も
て
、
当
時
の
模
様
を
想
像
せ
さ
す
る

や
う
に
し
た
し
」
と
い
い
、
写
実
的
演
技
こ
そ
観
客
の
感
情
を
昂
揚
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
と
主
張
し
た（

（2
（

。
こ
の
点
は
学
海
が
の
ち
に
伊
井
蓉
峰
の
男
女

合
同
改
良
演
劇
の
企
て
に
参
画
し
た
こ
と
と
も
関
係
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
こ
う
し
た
写
実
主
義
へ
の
執
念
は
、
事
細
か
い
考
証
に
穿
鑿
す

る
動
機
に
も
な
っ
た
。
学
海
は
脚
本
の
第
一
要
素
と
し
て
「
主マ

マ
向
」、
次
に

「
言
語
」
と
「
衣
服
・
調
度
」
を
唱
え
た
が（

（2
（

、
こ
の
「
言
語
」「
衣
服
・
調
度
」

の
要
素
が
す
な
わ
ち
考
証
に
直
結
し
て
い
る
。
そ
れ
ら
を
通
し
て
当
時
の
雰

囲
気
を
醸
し
出
す
の
は
、「
自
ら
古
を
し
る
の
た
よ
り
」
に
な
る
と
同
時
に
、

芝
居
に
お
け
る
写
実
性
を
高
め
る
こ
と
に
繋
が
る
と
考
え
た
よ
う
で
あ
る
。

な
お
、「
第
一
根
本
の
事
実
は
飽
く
ま
で
も
真
正
の
歴
史
に
よ
り
、
そ
の
間
に

歴
史
以
外
の
許
多
の
脚
色
を
点
綴
す
る
に
あ
り
、
こ
は
い
か
や
う
に
す
べ
き

か
、（
中
略
）
必
竟
は
い
か
に
も
実
際
に
あ
り
さ
う
に
作
る
事
な
り
」
と
述
べ

た
よ
う
に（

（2
（

、
学
海
が
狂
言
綺
語
を
遠
ざ
け
て
史
実
を
重
視
し
た
の
は
、
前
述

し
た
写
実
主
義
と
か
け
離
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
つ
ま
り
、
史
劇
と
は

歴
史
上
の
事
件
を
描
く
性
質
も
持
つ
ゆ
え
、
史
実
の
忠
実
な
再
現
は
究
極
的

に
「
実
際
」
を
「
自
然
の
形
」
に
写
す
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。

三
　
学
海
・
宝
岑
の
主
客
問
題

『
吉
野
拾
遺
』
に
は
以
上
に
言
及
し
た
学
海
の
改
良
観
が
色
濃
く
あ
ら
わ

れ
て
い
る
が
、
創
作
に
際
し
て
宝
岑
は
如
何
な
る
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ

ろ
う
か
。
宝
岑
の
養
子
川
尻
清
潭（

（2
（

に
よ
る
と
、
両
者
の
合
作
は
「
い
づ
れ
も

亡
父
の
創
作
、
乃
至
は
依
田
百
川
氏
が
種
を
出
し
て
、
筆
は
悉
く
亡
父
が
執

つ
て
ゐ
た
も
の
」
で
、「
依
田
さ
ん
は
舞
台
上
の
約
束
等
に
く
わ
し
く
な
い
の

で
、
い
つ
も
執
筆
の
事
は
亡
父
に
一
任
さ
れ
て
、
其
出
来
上
つ
た
脚
本
に
僅

に
筆
を
入
れ
る
位
で
あ
つ
た
事
は
、
私
が
此
間
に
介
在
し
て
、
使
者
の
役
を

勤
め
た
の
で
よ
く
知
り
抜
い
て
ゐ
ま
す
」と
伝
え
て
い
る（

（2
（

。
こ
こ
で
、学
海
・

宝
岑
合
作
に
お
け
る
両
者
の
比
重
の
問
題
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ

る
が
、
果
た
し
て
そ
れ
を
推
し
量
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
か
。
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清
潭
の
証
言
は
か
な
り
信
憑
性
が
高
い
と
思
わ
れ
る
も
の
の
、
坪
内
逍
遥

は
『
吉
野
拾
遺
』
に
お
け
る
役
割
分
担
を
「
根
幹
の
立
案
が
学
海
、
枝
葉
の

脚
色
と
粗
稿
が
宝
岑（

（2
（

」
と
想
定
し
て
お
り
、
実
際
二
人
の
合
作
過
程
が
証
明

で
き
る
資
料
は
見
つ
か
ら
な
い
。
想
像
の
域
を
出
な
い
が
、『
吉
野
拾
遺
』
の

中
で
史
書
に
依
拠
し
な
い
部
分
、
す
な
わ
ち
梅
ケ
枝
と
恋
人
の
主
計
、
そ
し

て
梅
ケ
枝
の
父
で
正
行
の
子
守
で
あ
っ
た
藤
六
に
ま
つ
わ
る
物
語
は
駆
け
落

ち
、
道
行
、
愁
嘆
場
な
ど
世
話
物
の
要
素
が
多
く
、
宝
岑
の
創
意
に
よ
る
も

の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ
れ
る
。
一
方
、『
文
覚
上
人
勧
進
帳
』（
以
下
、『
文

覚
上
人
』）の
剽
窃
問
題（

（2
（

を
扱
う
竹
盛
天
雄
の
研
究
で
は
、
学
海
・
宝
岑
合
作

に
お
け
る
主
客
問
題
に
言
及
し
て
お
り
、『
吉
野
拾
遺
』
は
「
学
海
が
発
案
を

含
む
主
導
者
と
読
め
る
」
の
に
反
し
、『
文
覚
上
人
』
の
場
合
、
単
行
本
に
附

さ
れ
た
学
海
の
序
文
（「
こ
の
書
ハ
宝
岑
氏
の
労
多
く
し
て
余
が
力
甚
少

し
」）
や
『
学
海
日
録
』
の
文
章
（「
河マ

マ
尻
宝
岑
、
余
と
相
議
し
て
編
ま
れ
り

所
の
文
覚
勧
進
帳
を
金
港
堂
に
付
し
て
刊
行
せ
ん
と
す（

（2
（

」）を
み
る
限
り
、
学

海
と
の
相
議
を
経
て
宝
岑
が
主
導
的
に
創
作
し
た
と
指
摘
す
る（

（2
（

。
た
し
か
に

学
海
・
宝
岑
合
作
と
括
ら
れ
る
作
品
群
の
な
か
、『
文
覚
上
人
』
の
作
風
は
か

な
り
異
質
な
と
こ
ろ
が
あ
り（

（3
（

、
そ
の
原
因
を
両
者
の
参
加
度
の
違
い
と
推
定

す
る
竹
盛
の
主
張
は
説
得
力
が
あ
る
。
裏
返
せ
ば
、
逍
遥
の
予
想
通
り
、『
吉

野
拾
遺
』
の
創
作
時
に
は
学
海
の
方
で
統
率
し
た
と
み
る
こ
と
が
可
能
で
あ

ろ
う
。
単
行
本
の
体
裁
か
ら
み
て
も
そ
れ
は
明
ら
か
で
あ
る
。

前
述
し
た
よ
う
に
、
学
海
が
正
本
で
あ
る
と
闡
明
し
た
『
吉
野
拾
遺
』
は

鳳
文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
た
。
明
治
十
五
年
（
一
八
八
二
）
に
開
業
し
た
鳳
文

館
は
、『
佩
文
韻
府
』『
資
治
通
鑑
』
を
皮
切
り
に
儒
学
・
漢
詩
・
歴
史
・
法

律
な
ど
に
関
す
る
多
数
の
中
国
名
著
を
刊
行
し
、
予
約
出
版
と
い
う
独
特
な

販
売
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
成
功
し
た
。
明
治
十
年
代
後
半
の
漢
学
復
興
の

先
頭
に
立
っ
て
い
た
も
の
の
、
二
十
年
代
以
降
、
さ
ら
に
激
し
く
な
っ
た
洋

学
奨
励
の
風
潮
に
押
さ
れ
、
同
二
十
一
年
に
廃
業
し
て
し
ま
っ
た（

（3
（

。
活
字
版

が
主
流
に
な
っ
て
き
て
い
る
な
か
、『
吉
野
拾
遺
』
が
あ
え
て
整
版
の
和
装
絵

入
本
と
い
う
昔
な
が
ら
の
装
丁
に
し
た
の
は
、
こ
う
し
た
出
版
社
の
性
格
と

関
係
し
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
漢
籍
専
門
出
版
社
で
あ
る
た
め
学
海
と
も
縁

が
深
く
、『
吉
野
拾
遺
』
以
外
に
『
譚
海
』、『
当
世
二
人
女
婿
』
の
著
作
が
鳳

文
館
か
ら
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
鳳
文
館
の
定
期
刊
行
雑
誌
『
経
史
詩
文
講
義

筆
記
』
に
も
学
海
の
名
前
が
確
認
で
き
る
。
著
作
の
み
な
ら
ず
、
鳳
文
館
の

出
版
物
に
学
海
が
題
詞
（『
文
法
詳
論
』、
明
治
十
七
年
）
や
跋
文
（『
韻
府
拾

遺
』、
同
十
八
年
）を
寄
せ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
一
方
、
学
海
と
鳳
文
館
社
長

の
前
田
円
は
、
単
な
る
ビ
ジ
ネ
ス
関
係
で
は
な
く
親
密
に
交
際
し
て
い
た
よ

う
で
、『
学
海
日
録
』
に
は
前
田
の
招
待
に
応
じ
て
酒
宴
や
閉
館
記
念
書
画
会

に
参
加
し（

（3
（

、
大
阪
旅
行
中
、
そ
の
地
で
鳳
文
館
支
店
を
運
営
し
て
い
る
前
田

の
弟
に
会
う
な
ど
の
記
録
が
み
ら
れ
る（

（3
（

。

従
っ
て
、
鳳
文
館
で
出
版
さ
れ
た
学
海
の
著
書
を
み
る
と
、
学
海
の
朋
友

を
含
め
て
鳳
文
館
と
関
係
の
深
い
人
々
が
序
文
や
題
詞
、
挿
絵
を
担
当
し
、

華
や
か
な
作
り
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
例
え
ば
、『
譚
海
』
に
は
学

海
の
自
序
に
続
き
、
日
下
部
鳴
鶴
（
書
家
）
題
字
、
山
田
排
石
（
篆
刻
家
）

題
詞
、
川
田
甕
江
序
、
菊
池
三
渓
序
、
矢
土
錦
山
跋
が
あ
り
、
瀧
和
亭
の
口

絵
が
付
さ
れ
て
い
た
。
な
お
『
吉
野
拾
遺
』
は
辻
順
宣
（
書
家
）
序（

（3
（

の
前
後

に
、
日
下
部
鳴
鶴
・
不
知
老
人
（
未
詳
）
題
詞
と
月
岡
芳
年
の
挿
絵
が
あ
り
、
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『
当
世
二
人
女
婿
』
の
場
合
、
山
本
拝
石
序
、
末
松
謙
澄
（
政
治
家
）
序
、
伊

東
巳
代
治
（
政
治
家
）
題
序
、
石
川
鴻
斎
序
と
同
じ
く
芳
年
の
挿
絵
が
あ
っ

た
。
職
業
を
と
く
に
示
し
て
い
な
い
人
物
は
全
て
学
海
及
び
鳳
文
館
と
関
わ

り
の
あ
る
漢
学
者
で
、
末
松
と
伊
東
は
演
劇
改
良
関
連
で
交
流
が
あ
っ
た
だ

ろ
う
。
学
海
の
著
書
が
こ
う
し
た
官
学
界
の
諸
家
の
お
墨
付
き
を
も
ら
っ
て

い
る
の
に
比
し
、『
文
覚
上
人
』
の
出
版
は
か
な
り
事
情
が
異
な
っ
て
い
る
。

『
文
覚
上
人
』の
単
行
本
は
明
治
二
十
一
年
九
月
、
金
港
堂
社
長
の
原
亮
三
郎

の
名
義
で
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
当
時
鳳
文
館
は
す
で
に
閉
館
し
て
い
た
。
鳳

文
館
が
正
常
に
営
業
し
て
い
た
の
で
あ
れ
ば
、
状
況
が
変
わ
っ
た
か
も
し
れ

な
い
が
、
そ
れ
は
と
も
か
く
、
金
港
堂
も
学
海
と
繋
が
り
の
あ
る
出
版
社
で

あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い（

（3
（

。
し
か
も
、
同
時
期
に
学
海
は『
侠
美
人
』（
明

治
二
十
年
十
一
月
）
を
金
港
堂
で
出
し
て
お
り
、
こ
の
時
も
漢
学
者
の
中
根

淑
か
ら
序
文
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
『
文
覚
上
人
』
を
含
め
、
宝
岑

著
・
学
海
補
助
と
さ
れ
て
い
る『
豊
臣
太
閤
裂
封
冊
』の
合
作
の
場
合
は
、
学

海
の
序
文
の
み
が
寄
せ
ら
れ
た
比
較
的
さ
び
し
い
作
り
に
な
っ
て
い
る
。
以

上
を
総
合
し
て
考
え
る
と
、
学
海
・
宝
岑
合
作
に
際
し
、
学
海
が
主
で
あ
る

場
合
は
社
会
名
士
が
序
跋
を
記
す
こ
と
が
多
く
、
一
方
で
宝
岑
が
主
で
あ
り
、

学
海
の
参
加
度
が
低
い
場
合
は
学
海
の
序
文
の
み
が
付
さ
れ
た
と
い
う
仮
説

が
立
て
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
点
は
『
吉
野
拾
遺
』
が
学
海
主
導
で

書
き
下
ろ
さ
れ
た
と
す
る
逍
遥
や
竹
盛
の
見
解
を
裏
付
け
て
い
る
と
い
え
る

だ
ろ
う
。四

　『
吉
野
拾
遺
名
歌
誉
』
―
忠
臣
烈
婦
の
鑑
―

以
上
の
如
く
、
学
海
主
導
で
創
作
さ
れ
た
改
良
史
劇
の
処
女
作
『
吉
野
拾

遺
』
に
は
、
当
然
彼
の
改
良
観
、
す
な
わ
ち
上
流
階
層
向
け
の
芝
居
へ
の
追

求
、
そ
し
て
写
実
主
義
と
史
実
尊
重
の
傾
向
が
強
く
反
映
さ
れ
て
い
た
。
と

こ
ろ
が
、
奇
し
く
も
諸
評
で
取
り
上
げ
ら
れ
た
批
判
は
学
海
の
改
良
観
の
要

点
に
収
斂
し
て
い
る
。
単
行
本
の
出
版
後
、
高
田
早
苗
は
本
作
に
対
し
、
全

て
の
登
場
人
物
が
「
無
情
」
で
「
淡
泊
」「
淡
薄
」
し
て
善
悪
の
対
照
が
薄
く
、

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
独
自
の
性
格
が
見
出
せ
な
い
ゆ
え
、
物
語
が
千
篇
一
律
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
と
評
し
た
。
そ
の
上
、
学
海
の
高
尚
嗜
好
に
よ
り
、
全
て

の
登
場
人
物
が
「
英
雄
豪
傑
」「
賢
女
烈
婦
」
の
造
形
に
な
っ
て
い
る
点
を
指

摘
し
て
い
る（

（3
（

。
一
方
、
前
掲
し
た『
東
京
日
日
新
聞
』の
記
事
に
よ
る
と
、
朗

読
会
で
は
「
正
史
に
拠
り
て
其
の
実
を
失
ハ
ざ
る
ハ
緊
要
な
れ
ど
も
、
演
劇

ハ
固
と
よ
り
正
史
講
釈
に
非
れ
バ
、
美
術
た
る
の
本
意
を
失
ふ
べ
か
ら
ず
」

と
い
う
ド
ラ
マ
の
不
在
が
主
た
る
批
判
で
あ
っ
た
。
つ
ま
り
史
実
に
拘
泥
し

過
ぎ
て
劇
と
し
て
発
展
で
き
ず
、
歴
史
の
講
釈
に
留
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
不

評
を
買
っ
た
の
で
あ
る
。

以
下
、
こ
れ
ら
の
批
判
に
該
当
す
る
場
面
を
取
り
上
げ
る
。
ま
ず
、
三
幕

目
の
吉
野
皇
居
階
下
の
場
で
、
公
卿
た
ち
（
四
條
大
納
言
隆
資
・
左
大
臣
早

俊
・
右
大
臣
道
順
・
権
中
納
言
兼
明
）
が
足
利
軍
の
吉
野
攻
め
に
対
し
て
宣

戦
か
和
睦
か
を
議
論
し
て
い
る
と
、
男
主
人
公
の
楠
正
行
は
「
天
に
二
つ
の

日
な
く
。
土
に
二
人
の
王
な
し
」
と
戒
め
、「
正
行
こ
の
た
び
の
戦
ひ
に
。
生

き
て
か
へ
る
所
存
に
あ
ら
ず
。（
中
略
）
正
行
志
を
得
ず
し
て
討
死
す
る
と

も
。
天
下
の
義
士
こ
れ
が
為
に
忠
憤
の
心
を
お
こ
し
。
後
日
正
行
が
志
を
つ

ぎ
。
忠
戦
を
励
ま
ん
も
の
。
吾
一
族
の
み
な
ら
ず
。
君
を
助
け
一
た
び
京
都
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を
攻
落
し
。尊
氏
等
が
胆
を
冷
さ
ん
こ
と
。こ
の
数
年
を
す
ぐ
べ
か
ら
ず
。み

心
や
す
く
お
ぼ
し
め
さ
れ
よ
」（
三
四
～
三
五
頁（

（3
（

）
と
潔
く
死
ぬ
覚
悟
を
表

明
す
る
。
な
お
、
正
行
は
出
陣
の
間
際
に
「
進
退
そ
の
度
を
失
ハ
ず
、
つ
ゝ

し
ん
で
命
を
全
ふ
す
べ
し
」（
三
八
頁
）
と
い
う
法
皇
か
ら
の
勅
命
を
奉
じ

る
が
、
落
命
の
意
志
を
一
向
に
曲
げ
な
い
勇
士
の
姿
を
見
せ
る
。
ま
た
、
早

苗
の
指
摘
通
り
、
男
脇
役
で
あ
る
正
儀
と
正
時
も
兄
正
行
と
ほ
ぼ
変
わ
ら
な

い
様
子
で
描
写
さ
れ
て
い
る
。
序
幕
の
仮
陣
営
正
行
居
間
の
場
で
、
本
国
千

早
の
守
を
勤
め
る
正
儀
は
正
行
を
訪
れ
、
足
利
軍
の
攻
め
入
り
を
報
告
し
、

「
今
尊
氏
の
恐
る
ゝ
も
の
ハ
。
偏
に
楠
家
の
一
族
の
み
。
其
余
の
諸
将
ハ
追
々

に
。
或
ハ
戦
死
し
或
ハ
降
り
。
朝
家
に
し
た
が
ふ
も
の
共
ハ
。
日
増
に
人
数

減
少
し
て
。
賊
徒
ハ
い
よ
〳
〵
多
人
数
加
わ
り
。
勢
ひ
破
竹
の
如
く
に
し
て
。

こ
の
か
み
い
か
成
謀
略
あ
り
と
も
。
施
す
所
あ
る
べ
か
ら
ず
。
其
節
に
至
り

て
ハ
楠
一
家
の
手
勢
を
ま
と
め
。
一
挙
に
事
を
決
し
給
ハ
ん
」（
一
五
頁
）と

一
蓮
托
生
し
て
戦
う
志
を
示
す
。
同
じ
く
正
時
の
場
合
も
、
三
幕
目
大
詰
の

吉
野
の
奥
如
意
輪
堂
の
場
で
「
此
度
の
出
陣
ハ
。
十
死
一
生
の
戦
ひ
に
し
て
。

い
き
て
再
び
か
へ
ら
じ
」
と
い
い
、
死
を
恐
れ
ず
戦
意
を
奮
い
立
た
せ
る
様

子
が
窺
え
る
。

女
性
の
登
場
人
物
も
類
似
し
た
様
相
を
呈
す
る
。
女
主
人
公
の
弁
内
侍
は

高
師
直
の
姦
計
に
よ
り
勾
引
か
さ
れ
る
が
、
正
行
に
よ
り
難
儀
か
ら
逃
れ
、

彼
の
武
勇
と
人
品
を
慕
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、
二
幕
目
の
楠
正
行
仮
陣
営
の

場
で
は
正
行
の
功
を
労
い
、
法
皇
か
ら
弁
内
侍
を
娶
ら
せ
る
と
の
内
勅
が
下

さ
れ
る
が
、
正
行
は
「
迚
も
世
に
な
が
ら
ふ
べ
く
も
あ
ら
ぬ
身
の
。
仮
の
契

り
を
い
か
で
む
す
バ
ん
」の
和
歌
を
詠
じ
、忠
義
の
た
め
に
君
命
を
断
る
。
そ

れ
に
対
し
て
弁
内
侍
は
正
行
の
立
場
を
理
解
し
、
上
毛
野
形
名
の
妻
と
巴
御

前
の
例
を
挙
げ
、「
わ
ら
ハ
も
同
じ
女
子
な
り
。
甲
斐
な
き
身
と
ハ
い
ハ
る
ゝ

と
も
。
や
ハ
か
こ
の
人
々
に
お
と
る
べ
き
。
い
か
で
よ
き
大
将
と
ち
な
み
を

結
び
。
夫
ハ
外
に
あ
だ
を
な
び
け
。
妻
ハ
内
に
士
卒
を
は
げ
ま
し
。
夫
婦
心

を
一
ツ
に
し
て
。
君
の
御
為
国
の
為
命
を
す
て
ん
と
思
ひ
し
」（
二
八
頁
）と

共
に
命
を
捨
て
る
覚
悟
で
支
え
た
い
と
答
え
る
。
そ
の
後
、
正
行
が
「
あ
つ

ぱ
れ
な
る
女
丈
夫
」
と
称
讃
す
る
よ
う
に
、
こ
の
場
面
に
お
け
る
弁
内
侍
の

態
度
は
、
忠
臣
の
正
行
に
相
応
す
る
烈
婦
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
。

ま
た
、
正
行
と
正
儀
・
正
時
の
如
く
、
女
脇
役
で
あ
る
伊
賀
局
も
弁
内
侍

と
同
様
な
造
形
に
な
っ
て
お
り
、
序
幕
の
弁
の
内
侍
曹
司
の
場
で
、
二
人
は

「
女
な
が
ら
も
身
を
粉
に
し
て
。
か
た
む
く
御
代
を
と
り
も
ど
し
。
再
び
開
く

う
ど
ん
華
の
。
花
咲
春
ハ
願
へ
ど
も
。
御
運
の
末
と
な
る
と
き
ハ
。
か
く
ご

ハ
兼
て
修
羅
道
の
。
ち
ま
た
に
さ
ら
す
互
の
か
ば
ね
。
吉
野
の
山
の
雪
霜
と
。

は
か
な
く
き
ゆ
る
身
の
な
る
果
。
そ
れ
ぞ
気
運
の
至
れ
る
時
節
。
頼
み
な
き

世
の
。
な
り
ゆ
き
じ
や
ナ
ア
」（
一
三
頁
）と
お
互
い
朝
家
へ
忠
義
を
尽
く
す

覚
悟
を
語
ら
う
。
弁
内
侍
が
「
文
才
に
す
ぐ
れ
。
忠
義
の
志
も
又
男
子
に
お

と
ら
ず
」（
二
七
頁
）、
伊
賀
局
が
「
武
士
に
勝
る
勇
力
武
芸
。
か
ゝ
る
器
量

を
持
な
が
ら
」（
一
二
頁
）、「
怪
力
の
名
に
ハ
似
気
な
き
容
貌
美
麗
」（
二
九

頁
）
で
あ
る
点
も
、
男
に
負
け
な
い
見
識
と
武
勇
を
有
す
る
賢
女
烈
婦
の
性

格
を
現
わ
す
部
分
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、劇
全
体
に
お
い
て
正
行
、正
儀
・

正
時
と
弁
内
侍
、
伊
賀
局
は
そ
れ
ぞ
れ
忠
臣
・
烈
婦
の
典
型
と
し
て
描
か
れ

て
お
り
、
台
詞
も
劇
の
展
開
や
人
物
の
感
情
に
関
わ
る
こ
と
な
く
、
叙
事
詩

に
近
い
記
述
に
な
っ
て
い
る
点
が
物
語
を
単
調
に
し
た
と
見
受
け
ら
れ
る
。
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次
に
、
ド
ラ
マ
の
不
在
と
い
う
批
評
の
根
拠
と
し
て
は
、
史
実
に
追
随
し

て
劇
的
な
展
開
が
な
い
こ
と
、
そ
し
て
服
装
や
官
職
、
慣
習
な
ど
時
代
考
証

を
強
く
意
識
し
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
よ
う
。
題
目
に
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、

本
作
の
基
本
的
な
モ
チ
ー
フ
は
『
吉
野
拾
遺
』
か
ら
採
っ
て
お
り
、『
太
平

記
』
も
一
部
利
用
し
て
い
る
。
高
師
直
が
梅
ケ
枝
と
い
う
使
い
を
出
し
、
恋

慕
す
る
弁
内
侍
を
誘
拐
す
る
が
、
正
行
が
弁
内
侍
を
救
出
し
た
こ
と
、
正
行

が
出
陣
を
控
え
て
弁
内
侍
を
妻
と
し
て
授
け
る
と
い
う
詔
を
断
っ
た
こ
と
、

正
儀
が
伊
賀
局
を
妻
に
迎
え
た
こ
と
は
『
吉
野
拾
遺
』
上
巻
に
依
拠
す
る
も

の
で
、
正
行
が
討
死
を
覚
悟
し
て
出
陣
す
る
ま
で
の
様
子
は
『
太
平
記
』
巻

第
二
十
五
「
師
直
楠
正
行
東
条
合
戦
の
事
」「
山
名
時
氏
住
吉
合
戦
の
事
」
に

基
づ
い
て
い
る
。
史
書
の
記
述
に
よ
る
と
こ
ろ
が
多
い
た
め
、
脚
本
も
芝
居

に
し
て
は
無
味
乾
燥
な
展
開
に
な
っ
た
が
、
学
海
の
関
心
は
む
し
ろ
当
時
の

社
会
・
文
化
を
再
現
す
る
と
こ
ろ
に
あ
っ
た
。
彼
は
修
史
局
の
業
務
で
室
町

時
代
の
職
官
の
調
査
を
担
当
し
た
こ
と
も
あ
り（

（3
（

、『
吉
野
拾
遺
』
の
背
景
に
な

る
南
北
朝
時
代
の
有
職
故
実
に
関
し
て
豊
富
な
知
識
を
持
っ
て
い
た
は
ず
で

あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
学
海
の
考
証
へ
の
志
向
は
単
行
本
に
付
さ
れ
た
作
者
自

評
か
ら
読
み
取
る
こ
と
が
で
き
る
。

正
行
馬
上
に
て
弓
を
射
る
の
一
條
は
。
中
昔
の
武
士
が
よ
く
射
を
用
ふ

る
の
か
た
ち
を
み
せ
ん
と
の
旨
趣
な
り
。
弓
も
真
物
を
用
ゐ
箙
そ
の
余

の
も
の
ま
で
尽
く
真
様
を
摸
し
。
矢
を
ぬ
き
出
す
仕
方
。
又
馬
上
に
て

放
つ
仕
方
等
。
よ
く
そ
の
古
実
を
正
し
て
。
昔
の
武
士
の
さ
ま
ハ
。
か

く
あ
ら
ん
と
推
察
せ
し
む
る
の
意
な
り
。（
二
一
頁
）

こ
の
段
ハ
中
古
朝
廷
の
公
卿
。
大
事
を
議
す
る
と
き
ハ
。
大
方
か
く
あ

る
べ
し
と
推
せ
ら
る
ゝ
や
う
に
。
宮
殿
の
さ
ま
又
列
座
の
さ
ま
。
又
衣

冠
の
さ
ま
を
見
す
る
こ
と
簡
要
と
す
。
議
論
の
詞
も
。
ま
ゝ
太
平
記
な

ら
び
に
当
時
の
古
書
に
よ
り
て
。
こ
れ
を
つ
ゞ
り
。
後
世
の
言
語
と
大

に
異
な
る
所
あ
り
。
さ
れ
バ
全
く
古
き
語
を
の
み
用
ひ
て
ハ
。
み
る
も

の
に
解
し
が
た
き
を
も
て
。
そ
の
中
間
を
折
衷
し
た
り
。（
三
六
頁
）

学
海
は
弓
の
射
方
や
朝
廷
の
慣
習
、
公
卿
の
衣
冠
と
詞
な
ど
の
要
素
に
留

意
し
、
当
時
の
様
子
を
あ
り
の
ま
ま
に
活
写
す
る
こ
と
を
強
調
し
た
が
、
こ

れ
に
は
脚
本
に
お
い
て
「
言
語
」
と
「
衣
服
・
調
度
」
な
ど
考
証
に
基
づ
く

写
実
性
を
重
視
し
た
彼
の
改
良
観
が
反
映
さ
れ
て
い
る
。
以
上
に
見
て
き
た

通
り
、
学
海
は
上
流
階
層
を
意
識
し
た
高
尚
嗜
好
や
時
代
考
証
に
徹
し
た
自

分
の
改
良
観
を
活
か
し
て
脚
本
改
良
を
試
み
た
が
、
当
の
貴
顕
紳
士
た
ち
に

さ
え
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
結
果
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
し
か
し
、逍
遥
が「
七

五
調
離
れ
の
し
た
簡
勁
な
セ
リ
フ
や
雅
馴
な
漢
和
折
衷
調
に
は
心
が
牽
か
れ

た
（
（3
（

」
と
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
文
体
の
側
面
で
は
従
来
の
歌
舞

伎
に
見
ら
れ
な
い
新
鮮
味
が
あ
っ
た
と
看
取
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
部
外
作
者
と
し
て
は
初
め
て
歌
舞
伎
脚
本
を
書
き
下
ろ
し
た

学
海
と
宝
岑
に
注
目
し
、
彼
ら
の
合
作
活
動
に
付
随
す
る
諸
問
題
、
す
な
わ

ち
学
海
の
改
良
観
と
両
者
の
役
割
分
担
、
そ
し
て
『
吉
野
拾
遺
』
に
対
す
る
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批
評
と
改
良
観
の
反
映
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

学
海
は
基
本
的
に
改
良
会
を
立
ち
上
げ
た
政
府
側
の
人
々
と
同
じ
く
、
本

来
中
流
以
下
の
階
級
を
対
象
に
し
た
演
劇
を
学
者
主
導
の
改
良
を
通
し
て
格

上
げ
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
た
。
そ
の
方
便
と
し
て
工
夫
し
た
の
が
、
歴
史

を
徹
底
的
に
模
し
た
史
劇
の
中
に
写
実
主
義
と
時
代
考
証
を
駆
使
す
る
こ
と

で
あ
っ
た
。
こ
れ
は
明
治
十
年
代
後
半
ま
で
盛
ん
に
演
じ
ら
れ
て
い
た
九
代

目
団
十
郎
の
活
歴
物
と
酷
似
し
た
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
学
海
が
九
代
目
同

様
、
美
術
を
媒
体
に
し
て
写
実
主
義
に
目
覚
め
た
点
は
示
唆
す
る
と
こ
ろ
が

多
い（

（4
（

。
学
海
自
身
は
自
分
の
作
品
が
活
歴
物
と
本
質
的
に
異
な
る
と
主
張
し

た
が
、
世
間
か
ら
は
同
等
な
扱
い
を
さ
れ
、
結
局
観
客
（
も
し
く
は
読
者
）

に
受
け
入
れ
ら
れ
な
い
同
じ
運
命
を
辿
る
こ
と
に
な
る
。
明
治
期
に
時
代
遅

れ
の
者
を
さ
し
て
「
天
保
老
人
」
と
い
う
言
葉
が
流
行
っ
た
が
、
芝
居
に
お

け
る
写
実
主
義
の
実
現
を
物
事
の
表
面
だ
け
写
生
す
る
レ
ベ
ル
で
し
か
考
え

ら
れ
な
か
っ
た
の
は
、
天
保
期
に
生
ま
れ
た
学
海
と
九
代
目
の
限
界
で
あ
っ

た
か
も
し
れ
な
い
。

『
吉
野
拾
遺
』
を
含
め
た
学
海
の
作
品
が
文
壇
か
ら
白
眼
視
さ
れ
た
理
由

の
一
つ
は
、
演
劇
を
文
学
と
し
て
捉
え
ず
、
教
化
の
道
具
と
し
て
み
た
明
治

政
府
と
同
様
な
立
場
で
創
作
に
接
し
た
こ
と
に
よ
る
だ
ろ
う
。
学
海
は
『
吉

野
拾
遺
』
中
の
作
者
自
評
の
所
々
に
朗
読
会
で
受
け
た
指
摘
に
言
及
し
、
惣

評
に
も
「
演
劇
ハ
遊
戯
に
出
た
り
と
い
へ
ど
も
。
即
ち
一
の
美
術
な
り
。
正

史
実
伝
を
の
み
主
と
す
べ
き
に
あ
ら
ず
」（
四
四
頁
）
と
記
し
た
に
も
か
か

わ
ら
ず
、
こ
れ
と
い
っ
た
修
正
な
し
に
刊
行
し
て
い
る
。
朗
読
会
か
ら
お
よ

そ
三
か
月
後
に
出
版
し
た
た
め
、
修
正
す
る
余
裕
が
な
か
っ
た
と
考
え
ら
れ

な
く
も
な
い
が
、
そ
れ
以
降
も
作
風
の
変
化
が
み
ら
れ
な
い
ゆ
え
、
そ
も
そ

も
我
を
折
る
意
志
は
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。『
吉
野
拾
遺
』
に
対
す
る

評
価
は
芳
し
く
な
か
っ
た
が
、
学
海
が
自
ら
の
理
念
を
巧
み
に
投
影
し
つ
つ
、

漢
学
者
・
歴
史
家
と
し
て
の
強
み
を
活
か
し
て
最
初
の
改
良
脚
本
に
挑
戦
し

た
こ
と
の
意
義
は
決
し
て
少
な
く
な
い
。

一
方
、『
吉
野
拾
遺
』
に
お
い
て
宝
岑
の
存
在
感
は
や
や
薄
か
っ
た
も
の

の
、
秋
庭
太
郎
は
宝
岑
を
「
学
海
の
蔭
の
功
労
者
」
と
称
し
、「
事
実
、
学
海

作
と
称
す
る
脚
本
の
多
く
は
宝
岑
の
手
が
加
へ
ら
れ
た
も
の
で
あ
つ
て
、
彼

あ
つ
て
こ
そ
学
海
が
劇
部
局
外
の
誰
よ
り
も
は
や
く
脚
本
を
作
り
得
た
」
と

し
、「
彼
こ
そ
厳
密
に
は
素
人
の
脚
本
を
劇
界
に
入
れ
し
め
た
最
初
の
人
で

あ
」
る
と
彼
の
功
績
を
讃
え
た（

（4
（

。
宝
岑
の
作
風
に
関
し
て
、
秋
庭
は
「
彼
の

作
劇
態
度
は
狂
言
作
者
的
手
法
に
従
ひ
、
忠
孝
仁
義
を
根
本
に
新
し
い
趣
向

の
点
に
若
干
特
色
は
あ
つ
た
が
、
近
代
味
に
は
乏
し
か
つ
た
。
然
し
そ
れ
だ

け
彼
の
脚
本
は
玄
人
風
に
出
来
て
ゐ
た
」
と
述
べ
て
お
り（

（4
（

、
清
潭
は
「
亡
父

の
脚
本
の
書
き
方
は
、
昔
の
狂
言
作
者
が
多
年
に
渉
つ
て
組
上
げ
て
来
た
法

則
に
従
つ
て
、
根
本
を
忠
孝
仁
義
に
立
脚
し
乍
ら
も
、
成
べ
く
新
ら
し
い
趣

向
を
取
入
れ
、
義
理
人
情
の
真
髄
に
力
を
強
く
盛
込
ん
だ
点
に
、
在
来
の
狂

言
作
者
と
違
つ
た
特
徴
を
認
め
ら
れ
た
の
で
し
た
」
と
し（

（4
（

、
両
者
と
も
宝
岑

が
従
来
の
狂
言
作
者
の
形
式
や
手
法
を
踏
襲
し
て
い
た
と
い
う
見
解
を
示
し

て
い
る
。
脚
本
を
書
き
始
め
た
頃
、
宝
岑
は
黙
阿
弥
に
何
度
か
校
訂
し
て
も

ら
い
、
そ
の
過
程
で
台
本
書
き
の
技
術
を
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
も

長
ら
く
芝
居
道
楽
に
耽
っ
て
い
た
彼
に
と
っ
て
、
梨
園
の
仕
来
り
や
約
束
事
、

芝
居
世
界
に
対
す
る
感
受
性
と
い
っ
た
も
の
は
既
に
血
肉
化
さ
れ
て
い
た
で
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あ
ろ
う
。
本
稿
で
詳
し
く
考
察
し
て
い
な
い
が
、『
吉
野
拾
遺
』
に
お
け
る
世

話
物
的
要
素
は
宝
岑
の
形
跡
で
あ
る
と
思
わ
れ
、
そ
こ
で
微
細
な
が
ら
本
作

と
江
戸
歌
舞
伎
と
の
接
点
を
窺
う
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。

清
潭
は
宝
岑
の
作
品
に
在
来
の
狂
言
作
者
と
は
離
れ
た
新
し
さ
が
あ
る
と

語
っ
た
が
、
実
際
は
秋
庭
が
「
近
代
味
に
は
乏
し
か
つ
た
」
と
評
す
る
よ
う

に
、
そ
の
程
度
は
僅
か
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
宝
岑
の
作
品
が
学
海
の
作

品
よ
り
多
数
の
実
演
を
成
就
し
て
い
る
こ
と
は
、
む
し
ろ
そ
の
点
に
負
う
と

こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
と
看
取
さ
れ
る
。
逍
遥
に
よ
る
改
良
脚
本
の
最
初
の
試

作
『
桐
一
葉
』（
明
治
二
十
七
～
八
年
）
が
創
作
九
年
後
の
三
十
七
年
三
月
東

京
座
で
よ
う
や
く
実
演
さ
れ
る
ま
で
、
部
外
作
者
に
よ
る
作
品
が
舞
台
に
上

る
機
会
を
得
ら
れ
ず
に
い
た
こ
と
を
想
起
す
る
と
、
宝
岑
が
九
代
目
や
福
助

に
作
品
を
提
供
し
た
の
は
エ
ポ
ッ
ク
を
画
す
る
出
来
事
で
あ
っ
た
。
学
海
と

宝
岑
の
創
作
活
動
は
同
じ
く
部
外
作
者
で
あ
る
福
地
桜
痴
に
比
肩
す
る
こ
と

も
で
き
る
が（

（4
（

、
桜
痴
が
歌
舞
伎
座
と
い
う
大
劇
場
の
座
付
作
者
（
明
治
三
十

年
、
立
作
者
に
な
る
）
の
地
位
を
持
ち
、
し
か
も
希
代
の
名
優
九
代
目
団
十

郎
の
庇
護
を
受
け
た
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
二
人
は
全
く
異
な
る
環
境
に
置
か

れ
て
い
た
。
学
海
・
宝
岑
合
作
の『
吉
野
拾
遺
』が
最
初
の
改
良
脚
本
で
あ
っ

た
こ
と
に
加
え
、
そ
の
よ
う
な
状
況
に
も
屈
せ
ず
、
両
者
と
も
に
部
外
作
者

と
し
て
歌
舞
伎
脚
本
の
創
作
を
諦
め
な
か
っ
た
点
は
高
く
評
価
す
べ
き
で
あ

ろ
う
。

注（
1
）　

日
本
近
代
文
学
館
編
『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』
講
談
社
、
一
九
七
七
～
七

八
年
、「
依
田
学
海
」
の
項
（
前
田
愛
執
筆
）
よ
り
。

（
2
）　
『
学
海
日
録
』
に
は
学
海
と
新
富
座
の
関
係
者
と
の
交
際
ぶ
り
が
み
ら
れ
る

場
面
が
少
な
か
ら
ず
あ
る
。
例
え
ば
、守
田
勘
弥
は
新
富
座
の
開
場
式
に
際
し

て
学
海
に
劇
の
題
材
の
提
供
を
請
い
、「
松
栄
千
代
田
神
徳
」（
明
治
十
一
年
六

月
）を
興
行
し
た
。
ま
た
、
学
海
は
延
命
院
の
住
職
日
道
の
女
犯
事
件
を
扱
う

「
日
月
星
享
和
政
談
」（
明
治
十
一
年
十
月
）を
観
劇
し
、
勧
懲
の
意
味
な
く
淫

行
を
演
じ
て
い
る
と
勘
弥
を
責
め
た
と
い
う
記
録
も
み
ら
れ
る
。（『
学
海
日

録
』第
四
巻〈
岩
波
書
店
、
一
九
九
〇
～
九
三
年
〉、
一
二
七
、
一
四
三
頁
。
以

下
、
同
）。

（
3
）　

九
代
目
団
十
郎
は
神
習
教
へ
の
関
心
か
ら
宝
岑
作
の
宗
教
劇「
新
開
場
梅
田

神
垣
」（
明
治
二
十
一
年
、
原
作
名
『
萬
世
薫
梅
田
神
垣
』）
を
演
じ
、
福
助
に

は
「
筑
紫
潟
松
千
代
咲
」（
同
二
十
年
、
原
作
名
『
千
代
誉
筑
紫
姫
松
』）、「
瀧

夜
叉
」（
同
二
十
七
年
）、「
処
女
勧
進
帳
」（
同
三
十
三
年
）
な
ど
を
提
供
し
て

い
る
。

（
4
）　

学
海
と
し
て
は
歌
舞
伎
役
者
に
よ
る
上
演
を
待
ち
望
ん
で
い
た
が
、旧
劇
界

で
は
相
手
に
さ
れ
な
か
っ
た
。こ
れ
に
つ
い
て
秋
庭
太
郎
は
以
下
の
よ
う
に
述

べ
て
い
る
。「
そ
も
〳
〵
両
者
（
筆
者
注
：
学
海
と
九
代
目
団
十
郎
）
の
結
び

つ
き
は
、
明
治
十
一
年
以
来
で
あ
り
、
団
十
郎
も
学
海
の
指
導
に
負
う
所
が
少

な
く
な
か
つ
た
が
、
二
十
二
年
後
あ
た
り
か
ら
団
十
郎
は
学
海
を
疎
ん
じ
て
、

学
海
と
対
立
的
立
場
に
あ
つ
た
桜
痴
と
結
託
し
て
了
つ
た
。（
中
略
）
団
十
郎

が
学
海
を
疎
外
し
た
の
は
学
海
の
主
張
が
次
第
に
極
端
化
さ
れ
て
行
つ
た
ゝ

め
で
、団
十
郎
ば
か
り
で
な
く
他
の
演
劇
改
良
主
義
の
誰
彼
か
ら
も
敬
遠
さ
れ

る
に
至
つ
た
」（『
日
本
新
劇
史
』
上
巻
、
理
想
社
、
一
九
五
五
年
、
五
三
頁
）。

そ
の
代
わ
り
、川
上
音
二
郎
や
伊
井
蓉
峰
と
い
っ
た
新
派
劇
団
の
旗
頭
と
の
交

際
を
以
て
か
ろ
う
じ
て
自
作
が
舞
台
に
上
る
歓
喜
を
味
わ
っ
た
。⑵
と
⑷
に
加

え
て
、
学
海
が
「
政
治
戯
曲
」
を
名
乗
り
創
作
し
た
『
政
党
美
談
淑
女
の
操
』

（
明
治
二
十
一
年
二
月
、
雑
誌『
都
の
花
』に
連
載
、
同
二
十
四
年
十
一
月
、
金

港
堂
に
よ
り
刊
行
さ
れ
る
）が
伊
井
蓉
峰
・
水
野
好
美
に
要
求
に
よ
り
、
明
治
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二
十
四
年
十
一
月
吾
妻
座
で
上
演
さ
れ
た
。

（
5
）　

秋
庭
太
郎
「
国
劇
改
革
者
と
し
て
の
依
田
学
海
」『
明
治
の
演
劇
』
中
西
書

房
、
一
九
三
七
年
、
越
智
治
雄
「
新
文
学
胎
動
期
の
依
田
学
海
」『
文
学
』
33

（
10
）、
一
九
六
五
年
十
月
、
井
上
弘
「
依
田
学
海
の
研
究
（
二
）
進
歩
的
な
演

劇
活
動
」『
富
士
フ
ェ
ニ
ッ
ク
ス
論
叢
』（
2
）、
一
九
九
四
年
三
月
、
有
澤
晶

子
「
依
田
学
海
の
演
劇
観
」『
文
学
論
藻
』（
79
）、
二
〇
〇
五
年
二
月
。

（
6
）　

中
道
豪
一
「
心
学
者
と
し
て
の
川
尻
寶
岑
：
近
現
代
の
石
門
心
学
」『
宗
教

研
究
』
84
（
4
）、
二
〇
一
一
年
三
月
、
三
宅
守
常
「
石
門
心
学
者
川
尻
宝
岑

の
教
育
勅
語
衍
義
書
を
め
ぐ
っ
て
」『
明
治
聖
徳
記
念
学
会
紀
要
』（
49
）、
二

〇
一
二
年
十
一
月
。

（
7
）　

改
良
会
は
欧
化
政
策
の
一
環
と
し
て
上
流
階
層
主
導
の
演
劇（
日
本
演
劇
の

な
か
歌
舞
伎
を
対
象
に
し
た
）改
良
を
図
っ
た
組
織
で
、
末
松
謙
澄
を
筆
頭
に

大
勢
の
政
財
界
の
有
力
者
が
参
加
し
た
。
し
か
し
歌
舞
伎
の
本
質
を
考
慮
せ

ず
、
ひ
た
す
ら
西
洋
劇
を
模
倣
し
よ
う
と
し
た
た
め
、
坪
内
逍
遙
・
高
田
早

苗
・
森
鴎
外
な
ど
文
学
者
た
ち
の
反
論
を
呼
ん
だ
。
明
治
二
十
一
年
四
月
に

は
、
日
本
が
先
進
国
に
劣
ら
な
い
文
化
水
準
を
持
つ
こ
と
を
表
明
す
る
た
め
、

天
覧
劇
を
企
画
し
成
就
し
た
が
、第
一
次
伊
藤
内
閣
退
陣
と
と
も
に
自
然
消
滅

し
た
。

（
8
）　

小
櫃
万
津
男
『
日
本
新
劇
理
念
史 

明
治
前
期
篇
』
白
水
社
、
一
九
八
八
年
、

四
八
七
頁
。

（
9
）　
『
東
京
日
日
新
聞
』
第
四
千
四
百
八
十
一
号
「
吉
野
拾
遺
名
歌
の
誉
第
一
談

会
」（
明
治
十
九
年
十
月
十
九
日
）、
第
四
千
四
百
八
十
二
号「
吉
野
拾
遺
名
歌

の
誉
（
昨
日
の
続
）」（
同
年
同
月
二
十
日
）。
毎
日
新
聞
社
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
毎

索
（m

ainichi.jp/contents/edu/m
aisaku/

）
よ
り
閲
覧
し
た
。　

（
10
）　
『
郵
便
報
知
新
聞
』第
四
千
百
十
五
～
八
号（
明
治
十
九
年
十
月
二
十
三
、
二

十
四
、
二
十
六
、
二
十
七
日
）。

（
11
）　
『
読
売
新
聞
』
第
三
千
五
百
八
十
六
号
（
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
五
日
）。

読
売
新
聞
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ヨ
ミ
ダ
ス
歴
史
館
（https://database.

yom
iuri.co.jp/rekishikan/

）
よ
り
閲
覧
し
た
。

（
12
）　
『
時
事
新
報
』
第
千
五
百
四
号
（
明
治
二
十
年
二
月
五
日
）。

（
13
）　
『
近
代
歌
舞
伎
年
表 

大
阪
篇
』
第
二
巻
（
八
木
書
店
、
一
九
八
七
年
）
か
ら

「
吉
野
拾
遺
九
重
桜
」の
場
割
が
確
認
で
き
る
が
、
序
幕
の
都
峰
岳
寺
の
場
、
二

幕
目
の
石
山
越
白
砂
隠
れ
や
の
場
と
五
幕
目
大
詰
の
正
行
討
死
の
場
を
新
し

く
挿
入
し
た
以
外
、
三
幕
目
の
六
場
、
四
幕
目
の
一
場
、
五
幕
目
の
四
場
は

『
吉
野
拾
遺
』
を
そ
の
ま
ま
利
用
し
た
と
み
ら
れ
る
。

（
14
）　

小
櫃
万
津
男
（
注
8
）、
五
〇
四
頁
。

（
15
）　

依
田
百
川
口
述
・
南
強
生
筆
記
「
演
劇
改
革
談
」『
早
稲
田
文
学
』
第
六
十

二
号
（
明
治
二
十
七
年
四
月
）、
四
三
～
四
四
頁
。

（
16
）　
「
本
邦
の
劇
は
、
古
よ
り
中
流
以
下
の
者
の
見
る
べ
き
も
の
に
て
、
上
流
の

者
の
見
る
べ
き
も
の
に
あ
ら
ず
、（
中
略
）
斯
く
下
流
の
者
の
見
る
や
う
に
作

り
た
る
劇
を
ば
、
今
尚
改
む
る
と
こ
ろ
な
く
し
て
、
其
の
ま
ゝ
今
の
上
流
社
会

に
見
せ
ん
と
す
る
は
、
時
勢
を
知
ら
ぬ
鳥
滸
の
振
舞
な
り
、
こ
ゝ
ら
を
考
へ
て

宜
し
く
全
体
を
高
雅
に
せ
ん
の
心
掛
な
か
る
べ
か
ら
ず
」（
注
15
、
三
〇
頁
）。

（
17
）　

依
田
学
海
「
演
劇
改
良
の
第
一
歩
」『
歌
舞
伎
』
第
二
十
八
号
（
明
治
三
十

五
年
九
月
）。

（
18
）　

学
海
居
士
「
演
劇
改
善
説
」『
天
地
人
』
第
二
号
（
明
治
三
十
一
年
二
月
）、

八
八
頁
。

（
19
）　

学
海
居
士
「
演
劇
改
善
説
（
続
き
）」『
天
地
人
』
第
三
号
（
明
治
三
十
一
年

三
月
）。
依
田
百
川
「
書
師
歌
川
貞
秀
か
話
」（『
風
俗
画
法
』（
2
）、
明
治
二

十
二
年
三
月
十
日
）
に
も
ほ
ぼ
同
様
な
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。

（
20
）　
「
道
具
立
を
は
じ
め
舞
台
の
組
織
か
ら
が
気
に
入
ら
ぬ
な
り
、
花
道
も
気
に

入
ら
ぬ
な
り
、
又
チ
ョ
ボ
、
う
し
ろ
、
相
方
（
マ
マ
）
の
如
き
悉
く
不
服
な

り
」（
注
15
、
三
八
頁
）。

（
21
）　

同
上
。

（
22
）　
『
学
海
日
録
』
第
四
巻
（
明
治
十
一
年
四
月
二
十
八
日
）、
一
二
〇
頁
。
松
田

道
之
邸
宅
で
開
か
れ
た
宴
会
で
、
政
府
官
僚
た
ち
は
旧
習
を
改
め
、
文
明
国
に
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ふ
さ
わ
し
い
演
劇
と
し
て
歌
舞
伎
を
改
良
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
旨
を
役
者

や
興
業
主
に
伝
え
た
。そ
の
場
で
学
海
は
初
め
て
自
ら
の
改
良
観
を
公
に
披
露

す
る
機
会
を
得
た
（
注
15
、
二
九
頁
）。

（
23
）　

注
15
、
三
六
頁
。

（
24
）　

明
治
九
年
（
一
八
七
六
）
～
昭
和
二
十
九
年
（
一
九
五
四
）。
演
劇
評
論
家
。

養
父
が
黙
阿
弥
、
九
世
団
十
郎
、
五
世
菊
五
郎
ら
と
親
交
が
あ
っ
た
関
係
か
ら

清
潭
も
幼
少
か
ら
芝
居
を
見
つ
づ
け
て
家
業
に
就
か
ず
、
歌
舞
伎
雑
誌『
演
芸

画
報
』『
新
演
芸
』の
記
者
と
な
り
、俳
優
や
芸
人
の
芸
談
を
多
く
書
い
た
。
大

正
十
年
か
ら
晩
年
ま
で
は
松
竹
の
舞
台
監
事
な
い
し
室
長
を
勤
め
て
お
り
、

『
名
優
芸
談
』『
楽
屋
風
呂
』、
六
世
梅
幸
の
『
女
形
の
事
』、
六
世
菊
五
郎
の

『
菊
五
郎
百
話
』
な
ど
の
編
著
が
あ
る
（『
日
本
近
代
文
学
大
事
典
』「
川
尻
清

潭
」
項
〈
秋
庭
太
郎
執
筆
〉
よ
り
）。

（
25
）　

川
尻
清
潭
「
亡
父
川
尻
宝
岑
の
事
ど
も
―
素
人
の
書
い
た
上
演
脚
本
―
」

『
芸
術
殿
』
2
（
10
）、
一
九
三
二
年
十
月
。

（
26
）　

坪
内
逍
遥
『
柿
の
蔕
』
中
央
公
論
社
、
一
九
三
三
年
、
一
五
二
頁

（
27
）　

学
海
の
邸
宅
に
劇
場
側
か
ら
守
田
勘
弥
と
座
主
代
理
人
が
訪
れ
、『
文
覚
上

人
』の
興
行
許
可
を
交
渉
し
た
が
、
両
者
の
意
見
に
齟
齬
が
あ
っ
た
の
か
中
村

座
で
は
学
海
と
宝
岑
に
断
り
な
く
そ
れ
を
改
竄
し
た
「
那
智
滝
祈
誓
文
覚
」

（
竹
柴
其
水
作
、
明
治
二
十
二
年
六
月
中
村
座
初
演
）
を
上
演
し
た
。
中
村
座

は
学
海
が
大
量
の
上
演
料
を
要
求
し
た
と
主
張
す
る
の
に
対
し
、学
海
は
劇
場

側
が
当
初
の
契
約
を
破
っ
た
と
述
べ
て
お
り
、
真
相
は
明
ら
か
で
な
い
。

（
28
）　
『
学
海
日
録
』
第
七
巻
（
明
治
二
十
一
年
五
月
四
日
）、
二
三
二
頁
。

（
29
）　

竹
盛
天
雄
「
文
学
上
の
創
造
権
の
問
題
提
起
―
依
田
学
海
・
川
尻
宝
岑
『
文

覚
上
人
勧
進
帳
』
に
触
れ
て
―
」『
国
文
学
解
釈
と
鑑
賞
』
60
（
12
）、
一
九
九

五
年
十
二
月
。

（
30
）　
『
文
覚
上
人
』
は
『
源
平
盛
衰
記
』
第
十
八
、
十
九
に
記
さ
れ
た
文
覚
の
性

格
描
写
や
、
文
覚
の
生
い
立
ち
、
袈
裟
御
前
と
の
関
係
で
出
家
し
た
経
緯
、
神

護
寺
修
造
と
建
立
の
勧
進
願
い
、
伊
豆
国
へ
の
配
流
、
頼
朝
と
の
邂
逅
と
謀
反

の
勧
誘
な
ど
の
展
開
を
お
お
む
ね
借
用
し
て
い
る
点
で
、史
実
尊
重
の
姿
勢
が

認
め
ら
れ
る
が
、主
人
公
の
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
造
り
と
物
語
に
お
け
る
趣
向
に
お

い
て
学
海
の
道
徳
観
・
価
値
観
に
反
す
る
箇
所
が
数
多
く
み
ら
れ
る
。
従
っ

て
、『
吉
野
拾
遺
』
と
は
異
な
り
、『
文
覚
上
人
』
は
宝
岑
が
主
導
的
に
創
作
し

た
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
。

（
31
）　

鳳
文
館
の
沿
革
と
出
版
物
に
関
し
て
は
ロ
バ
ー
ト
・
キ
ャ
ン
ベ
ル
の
研
究

に
詳
細
に
考
察
さ
れ
て
お
り
（「
東
京
鳳
文
館
の
歳
月
（
上
）」『
江
戸
文
学
』

（
15
）、
一
九
九
六
年
五
月
、「
復
興
期
明
治
漢
文
の
移
ろ
い
―
出
版
社
鳳
文
館

が
志
向
し
た
も
の
―
」『
文
学
』
7
（
3
）、
一
九
九
六
年
七
月
、「
東
京
鳳
文

館
の
歳
月
（
下
）」『
江
戸
文
学
』（
16
）、
一
九
九
六
年
十
月
）、
本
稿
で
扱
っ

た
鳳
文
館
の
情
報
は
全
て
以
上
の
文
献
を
参
照
し
た
。　

（
32
）　
『
学
海
日
録
』
第
六
巻
（
明
治
十
七
年
十
二
月
十
一
日
）、
九
五
頁
、『
学
海

日
録
』
第
七
巻
（
明
治
二
十
一
年
七
月
七
日
）、
二
五
〇
頁
な
ど
。

（
33
）　
『
学
海
日
録
』
第
六
巻
（
明
治
十
八
年
四
月
二
十
六
日
）、
一
七
二
～
一
七
三

頁
。

（
34
）　

辻
順
宣
（
文
久
三
年
〈
一
八
六
三
〉
～
昭
和
二
十
三
年
〈
一
九
四
八
〉、
号

は
香
塢
）
は
明
治
九
年
東
京
に
出
て
親
戚
に
あ
た
る
巌
谷
一
六
の
家
に
寄
寓

し
、
一
六
か
ら
漢
学
と
書
道
を
、
安
田
老
山
、
滝
和
亭
か
ら
画
を
学
ん
だ
。
壮

年
官
途
に
つ
き
、
実
業
家
と
し
て
も
活
動
し
た
が
、
の
ち
に
詩
、
書
、
画
の
道

に
専
念
し
た（
飯
島
春
敬
編『
書
道
辞
典
』東
京
堂
出
版
、
一
九
九
五
年
）。
学

海
と
は
巌
谷
を
介
し
て
交
流
が
あ
っ
た
か
。 

（
35
）　

明
治
七
年
、
横
浜
で
創
業
さ
れ
た
金
港
堂
は
同
九
年
東
京
日
本
橋
へ
移
転

し
、
地
方
支
店
を
開
く
な
ど
益
々
成
長
し
た
。
さ
ら
に
同
二
十
年
に
は
、
文
部

省
の
検
定
教
科
書
出
版
の
事
業
を
受
け
て
金
港
堂
編
輯
所
を
設
置
し
、教
育
書

専
門
の
出
版
社
と
し
て
の
地
位
を
盤
石
に
し
た
（
稲
岡
勝
『
明
治
出
版
史
上
の

金
港
堂 
社
史
の
な
い
出
版
社
「
史
」
の
試
み
』、
皓
星
社
、
二
〇
一
九
年
、
一

五
三
～
一
七
七
頁
）。『
学
海
日
録
』
を
み
る
と
、
明
治
十
八
年
か
ら
学
海
と
原

亮
三
郎
と
の
間
に
交
流
が
あ
っ
た
よ
う
で
、学
海
の
親
友
た
ち
も
金
港
堂
の
教
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科
書
出
版
事
業
に
参
加
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
（「
金
港
堂
の
編
輯
所

に
至
る
。
主
人
原
亮
三
郎
、駿
河
町
に
於
て
こ
れ
を
開
け
り
。
余
が
友
内
田
嘉

一
・
中
根
淑
・
西
村
貞
等
、
皆
こ
ゝ
に
集
り
ゐ
て
学
校
の
書
を
編
輯
せ
り
」

『
学
海
日
録
』
第
七
巻
〈
明
治
十
九
年
十
二
月
二
十
三
日
〉、
二
四
頁
）。　

（
36
）　

半
嶺
居
士
（
高
田
早
苗
）「
吉
野
拾
遺
名
歌
誉
批
評
」『
中
央
学
術
雑
誌
』

（
46
）、
明
治
二
十
年
二
月
十
日
。

（
37
）　

本
文
引
用
に
際
し
て
は
、『
吉
野
拾
遺
名
家
誉
』（
鳳
文
館
、
明
治
二
十
年
）

を
底
本
と
す
る
戸
板
康
二
編
『
明
治
文
学
全
集
85 

明
治
史
劇
集
』（
筑
摩
書

房
、
一
九
六
六
年
）
を
利
用
し
た
。
以
下
、
同
。

（
38
）　
「
修
史
館
に
仰
せ
ら
れ
て
、
礼
楽
・
職
官
・
食
貨
・
風
俗
・
兵
刑
等
の
志
を

編
纂
せ
し
め
ら
る
。
余
が
局
に
於
て
は
礼
楽
・
職
官
・
風
俗
の
三
志
を
得
た

り
」（『
学
海
日
録
』
第
四
巻
〈
明
治
十
二
年
十
二
月
十
九
日
〉、
二
二
四
頁
）、

「
修
史
館
本
年
の
課
業
に
上
る
。
余
が
稿
す
る
所
の
職
官
志
稿
一
巻
、
又
永
録

（
マ
マ
）
五
年
よ
り
七
年
に
至
る
ま
で
の
資
料
廿
五
巻
、
川
田
編
修
が
稿
す
る

所
の
十
七
巻
あ
り
」（
前
掲
書
〈
同
年
同
月
二
十
七
日
〉、
二
二
八
頁
）。

（
39
）　

坪
内
逍
遥
（
注
26
）、
一
五
三
頁
。

（
40
）　

九
代
目
団
十
郎
の
芸
風
と
絵
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
神
山
彰
の
研
究
に

詳
し
い
（「
九
代
目
団
十
郎
に
み
る
絵
画
の
影
響
―
「
復
古
大
和
絵
派
」、「
江

戸
琳
派
」
―
」、「
九
代
目
団
十
郎
の
「
転
向
」
―
活
歴
と
南
画
の
消
長
を
め

ぐ
っ
て
―
」『
近
代
演
劇
の
来
歴
―
歌
舞
伎
の「
一
身
二
生
」―
』森
話
社
、
二

〇
〇
六
年
）。

（
41
）　

秋
庭
太
郎
（
注
4
）、
六
八
～
七
〇
頁
。

（
42
）　

前
掲
書
、
六
九
頁
。

（
43
）　

川
尻
清
潭
（
注
25
）。

（
44
）　

拙
稿
「
福
地
桜
痴
作
「
十
二
時
会
稽
曽
我
」
考
：
演
劇
改
良
へ
の
実
践
的
試

み
」（『
語
文
』（
114
）、
二
〇
二
〇
年
八
月
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

【
付
記
】

本
稿
は
、
令
和
四
年
度
大
阪
大
学
国
語
国
文
学
会
（
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）
に
お
け
る

口
頭
発
表
に
基
づ
き
、加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
席
上
ご
教
示
を
賜
っ
た
方
々

に
深
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

（
き
む
・
じ
へ　

本
学
大
学
院
博
士
後
期
課
程
）

71

T05_058-071_osakadaigaku-T_ONO_05.indd   71T05_058-071_osakadaigaku-T_ONO_05.indd   71 2022/03/16   9:512022/03/16   9:51




